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10
月
14
日
と
15
日
に
兵
庫
教
育
大

学
が
開
催
す
る「
ア
ジ
ア
教
育
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」に
ベ
ト
ナ
ム・
ホ
ー
チ
ミ
ン

教
育
大
学
の
ト
リ
ウ
副
学
長
を
招
く

こ
と
に
な
り
、
こ
の
夏
、
勝
野
眞
吾

副
学
長
と
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
り
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
現
地
の
健
康
教
育
関
係

者
と
共
同
研
究
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

内
の
小
学
校
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
高
度
経
済
成
長
の
真

っ
た
だ
中
。
大
学
な
ど
の
高
等
教
育

の
改
革
は
1
9
8
0
年
代
後
半
の
ド

イ
モ
イ（
改
革
開
放
）後
、
い
ち
早
く

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
旧
ソ

連
を
モ
デ
ル
に
し
た
専
門
別
大
学
を

統
合
し
て
総
合
大
学
化
し
、
大
学

院
を
増
強
、
国
立
大
学
の
ほ
か
地
方

の
省
や
民
間
が
設
立
す
る
公
立
大

学
、
私
立
大
学
を
増
や
す
な
ど
、
量

的
な
拡
充
と
質
の
向
上
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
も
「
教
育
発
展
戦
略

2
0
0
1
〜
2
0
1
0
」を
推
進
し
、

全
て
の
教
育
機
関
を
通
し
て
教
育
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

教
育
関
係
者
の
悩
み
は
教
員
の
給

与
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
。
財
政
が

豊
か
で
は
な
い
こ
の
国
で
は
公
務
員
一

般
に
共
通
す
る
問
題
で
す
が
、
教
員

は
収
入
を
増
や
す
た
め
に
時
間
外
や

夏
期
休
暇
期
間
に
塾
の
講
師
を
務
め

ま
す
。
な
ん
と
、
そ
の
塾
は
学
校
の

校
舎
を
使
っ
て
お
り
、
言
う
な
ら
ば

公
立
学
校
が
塾
を
経
営
し
て
い
る
よ

う
な
格
好
で
す
。

　

日
本
の
小
学
校
で
は
英
語
教
育

が
試
行
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ベ

ト
ナ
ム
で
も
順
次
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
特
別
の
授
業
料
を
負
担
し

な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
児
童
は
原
則
と
し

て
、
昼
食
は
帰
宅
し
て
食
べ
ま
す
。

し
か
し
、
共
働
き
の
核
家
族
や
自
宅

で
食
事
に
あ
り
つ
け
な
い
児
童
の
た

め
に
午
前
11
時
と
午
後
2
時
に
給
食

が
用
意
さ
れ
ま
す
。
給
食
費
は
1
日

当
た
り
60
〜
70
円
と
決
し
て
安
く
な

い
だ
け
あ
っ
て
、
メ
ニ
ュ
ー
は
な
か
な

か
の
も
の
。午
前
は
ご
飯
に
野
菜
料
理
、

魚
か
肉
の
料
理
、
そ
れ
に
デ
ザ
ー
ト

も
付
き
ま
す
。
午
後
に
は
フ
ォ
ー（
鶏

肉
入
り
ス
ー
プ
と
米
の
麺
）が
出
ま
す
。

　

ド
イ
モ
イ
は
、
国
家
が
全
て
を
支

給
す
る
と
い
う
社
会
主
義
の
建
前
を

捨
て
て
、
必
要
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

を
ど
う
し
た
ら
確
保
で
き
る
か
市
場

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
使
っ
て
工
夫
し
て

み
よ
う
と
い
う
改
革
で
す
。
そ
の
考

え
が
公
立
学
校
の
在
り
方
に
も
及
ん

で
い
る
の
に
は
正
直
言
っ
て
驚
き
ま

し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
に
は
親
日
家
が
多
い

と
い
わ
れ
ま
す
。
米
国
や
中
国
、
ロ

シ
ア
と
い
っ
た
超
大
国
の
間
で
上
手

に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

人
か
ら
見
る
と
、
経
済
的
な
力
は
圧

倒
的
に
大
き
い
日
本
も
同
じ
立
場
の

兄
弟
に
思
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
日
本
人
に
仲

間
意
識
を
抱
い
て
い
ま
す
。
日
本
人

と
同
じ
よ
う
に
勤
勉
な
努
力
家
で
あ

り
、
信
頼
や
和
を

重
ん
じ
ま
す
。
そ

ん
な
ベ
ト
ナ
ム
の
人

た
ち
と
今
後
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

関
係
を
さ
ら
に
強

め
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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教育子午線

October, 2006

1日
◎附属幼稚園、小学校、中学校第
2学期始業式
1日～2日
◎附属小学校4年生自然学校

7日～8日
◎附属幼稚園「わくわくキャンプ」

9日～10月21日
◎公開講座「ピアノを弾こう！」（全
5回）

16日
◎附属中学校体育祭

30日
◎附属小学校「うれしのカーニバル」

30日～12月9日
◎公開講座「発達が気になる子ど
もの家庭療育の方法」（全9回）

4日～5日
◎公開講座「理科に強い教員にな
ろう（その1）」（全2回）

19日～20日
◎大学院学校教育研究科（修士
課程）前期選抜試験

1日～15日
◎公開講座「歌の伴奏をしてみよう
（前期）」（全3回）

8日
◎附属幼稚園「ほしぞらカーニバル」

15日～8月13日
◎公開講座「彫刻をつくる」（Aコー
ス全8回、Bコース全10回）

19日
◎附属小学校第1学期終業式

20日
◎附属幼稚園、中学校第1学期終
業式
◎加東市国際交流サロン

20日～22日
◎附属小学校6年生臨海合宿

23日
◎オープンキャンパス

教
育
最
前
線

最
近
の
青
少
年
犯
罪
の
背
景
に
見
る

「
心
の
教
育
」の
必
要
性

日
々
是
研
究

多
面
的
な
人
物
評
価
に
基
づ
く
採
用

│
教
員
採
用
試
験
の
改
善
状
況
の
調
査
か
ら
│

吉
川
芳
則（
社
会
・
言
語
教
育
学
系
教
授
）

教
育
現
場
か
ら
の
質
問

教
員
の
著
書
紹
介

W
a
tc

h
in
g 

ゼ
ミ
＆
講
座

松
浦
正
史
・
森
山
潤
ゼ
ミ（
自
然
・
生
活
教
育
学
系
）

卒
業
生
か
ら
の
手
紙

キ
ャ
ン
パ
ス
通
信

地
域
貢
献
活
動

２
教
委
、養
護
学
校
と

「
特
別
支
援
教
育
推
進
協
定
」を
締
結

〜
軽
度
発
達
障
害
児
の
教
育
支
援
に
大
学
院
生
を
派
遣

う
れ
し
の
交
差
点

兵
庫
教
育
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

3日～24日
◎公開講座「地域理解のための地
図作成の基礎技術」（全4回）
3日～7月15日
◎公開講座「簡単ロボット製作で
学ぶコンピュータの仕組みと制御」
（全7回）

19日
◎附属中学校写生大会

21日～23日
◎附属小学校5年生林間学校

　高知大学を退職し、8月1日付で学校心理学コ
ースに着任しました。専門は発達心理学・学校臨
床です。研究テーマは「動機づけ（欲求・意欲・感
情）」で、児童生徒の感情の発達とその障害に

関する研究をしています。前任校では教育相談員やスクールカウンセ
ラーとして臨床実践に携わってきました。今後は、学校・学級や家庭
といった関係性の中で個を育てるという、教員が日常場面で実践でき
る学校カウンセリングについてさらに追究していきたいと考えています。

兵庫教育大学の動き

04

2006 6月　9月

7月

8月

9月

0809101 112141516

6月

は じ め ま し て

丹
に

羽
わ

洋
よう

子
こ

（臨床・健康教育学系教授）

大学院修士課程前期選抜試験

附属中学校体育祭

附属幼稚園「わくわくキャンプ」

公開講座「ピアノを弾こう！」

附属小学校6年生臨海合宿
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警察庁調べ

ここでの検挙人員とは、
交通業過を除く刑法
犯で検挙した14～19
歳の少年をいう。人口
比とは、14～19歳の少
年人口1,000人当たり
の検挙人員をいう。

数
字
か
ら
は
見
え
な
い

青
少
年
犯
罪
の
実
態

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
凶
悪
な
事
件

が
続
く
と
、
新
聞
や
雑
誌
に
は
、
青

少
年
犯
罪
の
「
急
増
」「
凶
悪
化
」
と

い
っ
た
見
出
し
が
飛
び
交
い
ま
す
。

実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
平
成
18
年
度
版
青
少
年
白
書
』

に
掲
載
の
【
グ
ラ
フ
1
】
に
よ
る
と
、

刑
法
犯
少
年
の
数
は
最
近
の
10
年
間

で
は
平
成
10
年
と
15
年
を
ピ
ー
ク
に

一
進
一
退
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、

16
年
か
ら
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。【
グ
ラ
フ
2
】を
見
て

も
16
年
以
降
、
凶
悪
犯（
殺
人
、
強

盗
、
放
火
、
強
姦
）、
粗
暴
犯（
暴
行
、

傷
害
、
脅
迫
、
恐
喝
、
凶
器
準
備
集

合
）
と
も
に
検
挙
人
員
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。【
グ
ラ
フ
3
】が
示
す

よ
う
に
最
も
多
い
刑
法
犯
は
窃
盗
で

す
。
ま
た
、
そ
の
大
部
分
を
初
犯
が

占
め
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

青
少
年
犯
罪
は
楽
観
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
で
顕
著
に

増
え
た
り
凶
悪
化
し
た
り
し
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
世

間
に
は
急
増
、
凶
悪
化
し
て
い
る
印

象
を
持
た
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
問

題
は
単
純
に
件
数
の
増
加
で
は
な
く
、

事
件
の
背
景
に
潜
む
犯
罪
や
非
行
の

質
の
変
化
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

何
が
鬱
積
し
て
い
る
の
か

心
の
闇
を
照
ら
し
出
す

　

最
近
の
青
少
年
犯
罪
の
目
立
つ
変

化
と
し
て
、
①
残
虐
な
手
口
で
い
き

な
り
人
を
殺
す
事
件
が
相
次
い
で
い

る
②
攻
撃
性
の
向
か
う
対
象
が
全
く

面
識
の
な
い
人
で
あ
っ
た
り
、
逆
に

一
番
身
近
な
親
や
友
人
で
あ
っ
た
り

と
、
動
機
が
不
可
解
で
あ
る
③
予
想

も
つ
か
な
い
子（
普
通
の
子
）
が
突

然
爆
発
し
た（
キ
レ
る
）と
し
か
思
え

な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
え
、
非
行

傾
向
の
あ
る
子
ど
も
と
い
わ
ゆ
る
普

通
の
子
ど
も
と
の
境
界
が
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
現
在
は
親
も
教
員
も
凶
悪
な

事
件
が
よ
そ
事
で
は
な
く
、
身
近
な

問
題
と
し
て
発
生
し
か
ね
な
い
と
い

う
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

一
体
、
子
ど
も
た
ち
の
内
面
で
何

が
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
お
そ

ら
く
、
社
会
と
自
分
の
つ
な
が
り
の

不
透
明
さ
、
自
分
を
感
じ
る
よ
り
ど

こ
ろ
で
あ
る
は
ず
の
家
族
や
友
人
と

刑法犯少年の検挙人員、人口比の推移 グラフ1

近
年
、青
少
年
が
引
き
起
こ
す
凶
悪
な

事
件
が
頻
発
し
、社
会
を
震
撼
さ
せ
て

い
ま
す
。そ
の
被
害
者
は
親
や
き
ょ
う
だ

い
、友
人
と
い
っ
た
身
近
な
人
か
ら
、何

の
縁
も
な
い
見
知
ら
ぬ
人
ま
で
広
範
囲

に
及
び
ま
す
。今
、青
少
年
の
心
に
一
体

何
が
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。青
少

年
の
引
き
起
こ
す
諸
問
題
の
背
景
を
探

り
な
が
ら
、学
校
の「
心
の
教
育
」の
課

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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平成
8

9 10 11 12 13 14 15 16 17

（万人）

◎文＝渡邉満（基礎教育学系教授）

教 育 最 前 線

検
挙
人
員

人
口
比

人口比

検挙人員
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（　）内は指数　警察庁調べ
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の
人
間
関
係
の
希
薄
さ
な
ど
に
起
因

す
る
「
心
の
成
長
の
不
全
症
候
群
」

と
で
も
名
付
け
ら
れ
る
複
合
的
な
諸

問
題
が
あ
り
、
い
ら
立
ち
や
ム
カ
ツ

キ
、
抑
圧
感
や
不
安
感
を
た
め
込
み
、

し
か
も
自
分
が
何
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る

の
か
、
な
ぜ
不
安
な
の
か
を
つ
か
め

ず
に
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
来
、
加
齢
と
と
も
に
現
実
に
適
合

し
、
自
分
の
在
り
方
を
徐
々
に
見
つ

け
ら
れ
る
は
ず
が
、
今
の
時
代
は
そ

れ
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

大
人
た
ち
は
子
ど
も
の
内
面
の
分

か
り
に
く
さ
を
「
心
の
闇
」
と
い
う

一
見
、
便
利
な
言
葉
で
片
付
け
よ
う

と
し
ま
す
。
し
か
し
、
必
要
な
の
は

そ
の
闇
を
照
ら
し
出
す
こ
と
で
す
。

親
や
教
員
は
、
子
ど
も
の
心
に
何
が

鬱
積
し
て
い
る
の
か
、
何
に
対
し
て

不
安
な
の
か
、
子
ど
も
と
ど
う
向
き

合
っ
た
ら
い
い
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

子
ど
も
が
確
実
に
成
長
を
遂
げ
ら
れ

る
よ
う
具
体
的
な
教
育
の
取
り
組
み
、

「
心
の
教
育
」
を
実
行
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

4
領
域
の
結
び
付
き
が

心
の
教
育
に
求
め
ら
れ
る

　

子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
身
の
回

り
の
社
会
を
手
探
り
し
、
自
ら
が
成

長
す
る
上
で
大
切
な
役
割
を
果
た
す

友
人
や
仲
間
と
の
多
様
な
か
か
わ
り

が
持
つ
豊
か
な
可
能
性
を
生
か
せ
ず

に
一
人
で
思
い
悩
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
自
分
の
将
来
の
生
き
方

や
目
標
に
つ
い
て
見
通
し
や
希
望
が

持
て
ず
、
何
を
め
ざ
し
て
生
き
た
ら

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
で
い
ま
す
。

親
が
子
ど
も
の
将
来
へ
の
不
安
を
言

葉
に
す
れ
ば
、
子
ど
も
は
さ
ら
に
不

安
を
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
で

は
何
の
解
決
も
見
出
せ
ま
せ
ん
。

　

学
校
の
「
心
の
教
育
」
に
求
め
ら

れ
る
課
題
は
、
主
に
4
領
域
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
第
一
は
、
他
者
と
豊
か

に
か
か
わ
る
中
で
、
自
己
形
成
を
図

る
た
め
に
必
要
な
道
徳
性
や
市
民
性

を
は
ぐ
く
む
こ
と（
道
徳
教
育
）。
第

二
は
、
自
分
た
ち
の
前
に
あ
る
社
会

の
現
実
と
向
き
合
い
、
そ
こ
で
生
き

る
た
め
に
自
分
の
在
り
方
を
仲
間
と

と
も
に
探
る
こ
と（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）。

第
三
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り

添
っ
て
丁
寧
に
彼
ら
の
声
を
聞
く
こ

と（
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
）。第
四
は
、

そ
の
よ
う
な
学
習
活
動
が
安
心
し
て

行
え
る
場
を
保
障
す
る
こ
と
（
学
級

経
営
）で
す
。

　

こ
れ
ら
の
4
領
域
が
有
機
的
に
結

び
付
き
「
心
の
教
育
」
と
し
て
総
合

さ
れ
、
さ
ら
に
教
科
の
学
習
活
動
と

補
完
し
合
う
こ
と
で
、
学
校
は
子
ど

も
た
ち
の
心
を
育
て
る
場
と
し
て
の

役
割
を
取
り
戻
せ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
来
春
、
兵
庫
教
育
大
学

が
教
育
実
践
高
度
化
専
攻
に
開
設
す

る
「
心
の
教
育
実
践
コ
ー
ス
」
で
は
、

文
字
通
り
、
心
の
教
育
の
取
り
組
み

の
担
い
手
と
な
る
学
校
教
員
の
育
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

グラフ2

グラフ3
刑法犯少年の
包括罪種別検挙状況（平成17年）

教 育 最 前 線

　区分　　　　　
年 平成8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

凶 悪 犯 1,496
（100）

2,263
（151）

2,197
（147）

2,237
（150）

2,120
（142）

2,127
（142）

1,986
（133）

2,212
（148）

1,584
（106）

1,441
（96）

強 盗 1,068
（100）

1,675
（157）

1,538
（144）

1,611
（151）

1,638
（153）

1,670
（156）

1,586
（149）

1,771
（166）

1,273
（119）

1,146
（107）

粗 暴 犯 15,568
（100）

17,981
（115）

17,321
（111）

15,930
（102）

19,691
（126）

18,416
（118）

15,954
（102）

14,356
（92）

11,439
（73）

10,458
（67）

窃盗犯
71,147人
（57.5％）

粗暴犯
10,458人
（8.5％）

凶悪犯
1,441人
（1.2％）

その他
40,669人
（32.8％）

総数
123,715人

万引き
36,450人
（29.5％）

自転車盗
14,732人
（11.9％）

オートバイ盗
8,188人
（6.6％）
その他
11,777人
（9.5％）

恐喝
2,616人
（2.1％）

占有
離脱物横領
32,326人
（26.1％）

その他
8,343人
（6.7％）

その他
1,739人
（1.5％）

傷害
6,103人
（4.9％）

強盗

凶悪犯

粗暴犯

指
数

凶悪犯少年および粗暴犯少年の検挙人員の推移
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現
在
の
夜
間
定
時
制
高
校
は
、
か

つ
て
主
流
だ
っ
た
昼
働
い
て
夜
学
ぶ

苦
学
生
が
減
り
、
不
登
校
経
験
者

や
全
日
制
高
校
中
退
者
が
増
加
す
る

な
ど
、
生
徒
の
多
様
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

私
が
今
年
3
月
ま
で
勤
務
し
て

い
た
定
時
制
高
校
も
全
校
生
の
う
ち
、

小
・
中
・
高
い
ず
れ
か
で
不
登
校
を
経

験
し
た
者
が
70
％
近
く
を
占
め
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
環
境
も
厳
し

い
も
の
で
、
母
子
家
庭
あ
る
い
は
父

子
家
庭
が
お
よ
そ

3
分
の
1
に
上
っ

て
い
ま
し
た
。

　

成
育
過
程
で
、

ま
た
は
不
登
校
や

中
退
を
経
験
し

て
、
心
に
何
ら
か

の
傷
を
負
っ
た
生

徒
が
増
加
し
て
い

る
現
状
か
ら
、
勤

労
生
徒
や
学
習

機
会
の
な
か
っ
た

成
人
生
徒
へ
の
学

力
保
障
だ
け
で

な
く
、
挫
折
を
経
験
し
た
生
徒
た
ち

の
心
理
的
安
定
を
確
保
す
る
よ
う
な

心
の
居
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
も

定
時
制
高
校
の
重
要
な
役
割
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
怠
学
や
非

行
傾
向
の
強
い
入
学
者
も
お
り
、
個

別
指
導
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
規
範
意
識
や
社
会
性
を
高
め
る
た

め
の
集
団
的
な
生
徒
指
導
を
い
か
に

展
開
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な

課
題
で
す
。

　

不
安
や
い
ら
立
ち
の
中
で
揺
れ
動

く
生
徒
の
心
を
受
け
止
め
て
自
己
実

現
へ
向
け
た
支
援
を
行
う
に
は
、
単

に
教
科
の
知
識
を
教
え
る
だ
け
で
な

く
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
や
学
校
行

事
、
生
徒
指
導
、
進
路
指
導
な
ど
を

通
じ
て
「
心
の
安
定
と
成
長
」を
め

ざ
す
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

常
に
生
徒
の
身
近
な
存
在
と
し
て
心

を
理
解
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
丁

寧
な
か
か
わ
り
を
進
め
て
い
く「
心
の

教
育
」の
担
い
手
と
し
て
の
教
員
が
、

定
時
制
高
校
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の

学
校
に
お
い
て
今
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
心
の
教
育
」の
中
で
も
最
も
重
要
な
課
題
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
不
登
校
の
児
童
生

徒
へ
の
支
援
で
す
。
不
登
校
児
童
生
徒
は
全
国

で
12
万
人
を
超
え
、
兵
庫
県
内
に
も
N
P
O
や

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
親
の
会
と
い
っ
た
不
登
校

支
援
施
設（
団
体
）が
増
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

理
念
や
方
針
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
支
援
施

設
同
士
で
連
携
が
十
分
に
と
れ
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校
現
場
で
は
、
教
員
に

支
援
施
設
に
関
す
る
情
報
が
乏
し
く
、
不
登
校

の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
選
択
肢
が
限
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

昨
秋
、
兵
庫
教
育
大
学
で
は
、

学
生
参
加
に
よ
る
不
登
校
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク「
N
A
N
A
っ
く
す
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
N
A
N
A

っ
く
す
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

学
生
を
不
登
校
支
援
施
設
な
ど

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
派
遣
。
学
生
は
不
登
校
の
子

ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
や
支
援
施
設
の
活

動
内
容
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
、
学
内
外
に
広
く
発
信
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
支
援
施
設
同
士
、

支
援
施
設
と
学
校
の
連
携
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
教
員
を
志

す
学
生
に
は
、
支
援
施
設
で
の
体

験
は
実
践
的
な
資
質
を
磨
く
絶

（基礎教育学系教授）新
あら

井
い

  肇
はじめ

 

夜
間
定
時
制
高
校

現 場 か ら の 報 告

｢

心
の
教
育
」に
向
け
て

親
や
教
師
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

不登校支援に新たな取り組み
～「NANAっくす」の挑戦～

不
登
校
経
験
者
や

全
日
制
中
退
者
が
増
加

明石不登校から考える会の「明石公園子どもの村であそぼうかい」に
参加し、子どもたちと遊ぶ加藤さん（中央）と岩崎さん（右から2人目）

NANAっくす活動室には不登校支援施設からのボ
ランティア募集を掲示。専属のコーディネーターが
間に入り、支援施設と学生のマッチングを図ります

教 育 最 前 線
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教
育
相
談
室
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

し
て
い
た
こ
ろ
、
高
校
生
の
A
君
が

両
親
と
と
も
に
来
ま
し
た
。

　

当
時
、
A
君
は
家
の
中
で
暴
れ
て

い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
腹
立
た
し

い
気
持
ち
が
消
え
ず
、
物
に
当
た
っ

て
し
ま
う
と
両
親
は
困
り
果
て
て
い

ま
し
た
。

　

A
君
は
全
身
に
怒
り
が
表
れ
て
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
で
、「
ム
シ
ャ
ク
シ

ャ
す
る
気
持
ち
が
消
え
な
い
」と
私

に
言
い
ま
し
た
。
周
囲
の
人
た
ち
は

A
君
に
「
何
と
か
で
き
な
い
か
」と
言

い
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
A
君
も「
自

分
も
何
と
か
し
た
い
が
、
ど
う
に
も

で
き
な
い
」と
も
が
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
A
君
の
話
を
1
時
間
ほ
ど
聞

き
ま
し
た
。
私
に
は
、
彼
ぐ
ら
い
の

年
ご
ろ
に
は
自
分
で
も
い
か
ん
と
も

し
が
た
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
暴
れ
る
と
い
う
方
法
で
し
か

吐
き
出
せ
な
い
で
い
る
自
身
に
対
す

る「
は
が
ゆ
さ
」の
よ
う
な
も
の
も
。

　

自
分
の
思
い
を
聞
い
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
、
A
君
は
「
も
う
い
い
」と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
続
け

る
必
要
が
あ
る
か
と
尋
ね
る
と
、「
そ

の
必
要
は
な
い
」と
返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
自
分
が
ど
ん
な
思
い
で
い
た
の
か
を

分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
だ
け
で

い
い
」。

　

私
は
あ
ま
り
に
も
あ
っ
さ
り
と
し

た
終
結
に
少
し
驚
き
つ
つ
も
、
A
君

の
穏
や
か
な
表
情
に
安
ど
し
ま
し
た
。

分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
話
せ
る
こ

と
が
青
少
年
へ
の
援
助
に
い
か
に
大

切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
再
確
認

し
た
次
第
で
す
。

好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
約
1
年
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
要
請
す
る
支
援
施
設
は
確
実
に
増
え
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
約
30
の
支
援
施
設
な
ど
に
学
生

を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
不
登
校
の
子
ど
も
を
抱
え
る
親
の
集
ま
り
に

出
席
し
た
時
、
ほ
と
ん
ど
の
親
が
学
校
の
先
生

に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。
自
分
は
信
頼
さ
れ
る
教
師
に

な
り
た
い
と
、
活
動
を
続
け
る
決
心
を
し
ま
し

た
」と
語
る
の
は
加

藤
麻
衣
さ
ん
（
幼
年

教
育
系
コ
ー
ス
1

年
）。

　

加
藤
さ
ん
と
同

じ
く
支
援
施
設
に

積
極
的
に
出
向
い

て
い
る
岩
崎
利
紀

さ
ん
（
学
校
教
育
系

コ
ー
ス
1
年
）は「
不

登
校
の
子
ど
も
と

初
め
て
会
う
前
は

不
安
だ
っ
た
」と
振

り
返
り
ま
す
。「
で
も
、
実
際
は
ご
く
普
通
の
子

ど
も
た
ち
ば
か
り
。
ほ
っ
と
し
た
半
面
、
ど
ん

な
子
で
も
不
登
校
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
の
だ

と
、
こ
の
問
題
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」

　

学
生
の
N
A
N
A
っ
く
す
へ
の
関
心
は
高

く
、
約
2
5
0
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し

て
い
ま
す
。し
か
し
、
授
業
や
ク
ラ
ブ
で
忙
し
く
、

活
動
に
時
間
を
割
け
な
い
学
生
も
多
数
い
ま
す
。

そ
ん
な
学
生
た
ち
に
は
、
学
内
で
定
期
的
に
開

催
す
る
し
ゃ
べ
り
場
は
貴
重
な
時
間
。
支
援

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
招
き
、
N
A
N
A
っ

く
す
に
参
加
し
て
い
る
学
生
が
活
動
報
告
し
た

り
、
学
生
同
士
で
意
見
交
換
し
た
り
し
ま
す
。

　
「
活
動
報
告
は
大
変
参
考
に
な
る
」と
話
す

の
は
、
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
南

里
奈
さ
ん
（
言
語
系
コ
ー
ス
1
年
）。「
先
生
は
自

分
の
ク
ラ
ス
に
不
登
校
の
子
が
い
れ
ば
、
学
校

に
来
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
ま
す
。
で
も
、

支
援
施
設
の
知
識
を
持
つ
こ
と
で
、
そ
の
子
に

よ
り
適
し
た
対
応
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
」

　

21
世
紀
の
「
心
の
教
育
」の
担
い
手
を
め
ざ
し

て
、
学
生
た
ち
の
N
A
N
A
っ
く
す
の
活
動
の

輪
は
広
が
り
ま
す
。

松
まつ

本
もと

  剛
つよし

 （臨床・健康教育学系助教授）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

現 場 か ら の 報 告

｢

心
の
教
育
」に
向
け
て

親
や
教
師
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

相
手
を
理
解
し

対
話
す
る
こ
と
が
大
切

NANAっくすの活動に参加できな
い学生も多数出席する〝しゃべり
場〞。夜遅くまで議論が続くことも

今年7月に開かれたネットワーク会議。不登
校支援施設の関係者や学生、学校教員
などが参加し、意見や情報を交換しました

教 育 最 前 線
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現
在
、
都
道
府
県
と
指
定
都
市（
以

下
県
市
）で
は
、
教
員
を
採
用
す
る
際
、

教
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
資
質
能
力
を

備
え
た
優
秀
な
人
材
を
確
実
に
確
保
す

る
た
め
、
選
考
方
法
の
多
様
化
、
選
考

尺
度
の
多
元
化
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。【
グ

ラ
フ
】は
、
全
国
各
県
市
が
実
施
し
た

採
用
選
考
で
の
面
接
試
験
等
に
お
け
る

改
善
状
況
を
示
し
た
も
の
で
す
（
文
部

科
学
省
調
査
。
平
成
17
年
度
採
用
分
）。

　

面
接
を
複
数
回
に
し
、
個
人
、
集
団

と
形
態
を
変
え
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

受
験
者
の
資
質
能
力
を
よ
り
的
確
に
把

握
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
ま
た
、
面
接
担
当
者
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
や
指

導
主
事
、
現
職
の
校
長
に
加
え
て
、
民

間
の
人
事
担
当
者
や
臨
床
心
理
士
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
起
用
し
て
い

る
県
市
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

保
護
者
や
医
師
、
弁
護
士
な
ど
を
起

用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
家
庭
、
地
域
、

異
業
種
の
視
点
に
よ
る
人
物
評
価
へ
の

取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

模
擬
授
業
に
つ
い
て
は
、
44
県
市
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
教
科
の
授
業

を
行
わ
せ
る
の
が
主
流
で
す
が
、
学
級

活
動
な
ど
を
課
題
と
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
近
年
は
、
場
面
指
導
を

導
入
す
る
県
市
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想

定
し
た
指
導
、
特
定
状
況
を
指
定
し
た

上
で
児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
対
応
な

ど
を
行
わ
せ
る
こ
と
な
ど
が
主
な
内
容

に
な
っ
て
お
り
、
現
場
で
の
実
践
力
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
作
文
・
論
文
試
験
、

適
性
試
験
を
実
施
し
た
り
、
ク
ラ
ブ
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
歴
、
教
育
実

習
や
社
会
体
験
な
ど
を
評
価
し
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
採
用
選
考
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、「
教
員
の
専

門
性
は
も
と
よ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
が
旺
盛
で
高
い
倫
理
観
と
使
命
感
を

有
す
る
優
秀
な
教
員
の
確
保
を
図
る
た

め
、
教
員
採
用
の
工
夫
・
改
善
を
図
り
、

人
物
重
視
の
採
用
に
努
め
る
」（「
18
年

度
兵
庫
県
教
育
委
員
会
当
初
予
算
の
概

要
」）と
い
う
方
針
に
基
づ
く
も
の
が
大

方
の
傾
向
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

求
め
ら
れ
て
い
る
資
質
や
能
力
は
、

付
け
焼
き
刃
で
身
に
付
け
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
も
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
る
こ
と
を
大
き
く
期
待
し

ま
す
。

多
面
的
な
人
物
評
価
に
基
づ
く
採
用

　
　
　
│
教
員
採
用
試
験
の
改
善
状
況
の
調
査
か
ら
│

日 々 是 研 究

社会・言語教育学系教授

吉
きっ

川
かわ

芳
よし

則
のり

～Day By Data～

面接担当者に臨床心理
士やスクールカウンセラ
ーを起用

面接試験等における改善（平成17年度）
調査対象：都道府県＋指定都市（全60県市）

43

49

57

場面指導を導入

面接担当者に民間の人
事担当者等を起用

模擬授業を導入

一次・二次試験の両方で
面接試験を実施

個人面接・集団面接の両
方を実施

【グラフ】

60 30 0

19

44

27



Q&A

Kyoiku-Shigosen09

Books

※教員の著書は附属図書館で閲覧できます。詳しくは学術情報課30795･44･2062へお問い合わせください。

教

員

の

著

書

紹

介

　本書は、人権という文脈から従来の社会科授業を捉
え返す論点・争点について共著したものである。
　1章では従来の授業が観念的な理解に陥った経緯を
指摘し、2章では人権問題についての教材化の理論的
な根拠を提示。さらに3章では、教育現場の教員が人権
を視点にした社会科授業づくりの実際を提案している。
　拙稿『社会認識教育としての人権教育』では、「知識
を全否定してよいか」「体験だけで差別を見抜く目が育つ
か」「感性だけで差別を見抜く目が育つか」を論点・争点
に、社会科教育における人権教育の在り方を提案した。

『〝人権〞をめぐる
　論点・争点と授業づくり』

　ハーバード大学のガードナー教授は脳科学の知見に
基づき、人間の知能を多元的に捉える「多重知能」理
論を提唱している。多重知能のうち、自分自身を内省す
る知能と、適切な対人関係を築く知能が｢情動知能｣
である。附属小学校では、文科省の研究開発学校とし
て「人間発達科」を設定し、｢情動知能｣をはぐくむ教育
を試みている。小学校6年間は子ども自身が発達、養護
される側から養護する側へと、対人関係が転換する場
でもある。人間発達科は、子どもに自身の成長・発達に
ついて理解を深めさせ、人とかかわる楽しさを実感させ、
内省性や社会性、養護性を育てることを目標としている。
本書は、｢情動知能｣をはぐくまなければならない子どもを
取り巻く状況と、その教育実践をまとめたものである。

『情動知能を育む教育』
「人間発達科」の試み

科
学
技
術
や
社
会
の
急

速
な
変
化
に
伴
い
、
教
員

と
し
て
の
専
門
性
の
維
持
向
上
を

図
る
た
め
、「
教
員
免
許
の
更
新

制
」の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
新
の
た
め
の
厳
し
い
研
修
を
課

す
こ
と
で
、
教
員
一
人
一
人
の
力
量

の
維
持
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
し

ょ
う
か
。学

校
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
呻し

ん

吟ぎ
ん

し
つ
つ
、
日
々
の
教

育
活
動
の
充
実
に
ま
い
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
会
や
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
、
そ
の
対
応
に
も
追

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
教
職
員

の
、
そ
の
職
責
を
お
と
し
め
る
よ
う

な
事
件
や
事
故
も
後
を
絶
た
ず
、
指

導
力
不
足
の
教
員
の
存
在
も
相
ま
っ

て
、
教
育
へ
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
て

い
る
状
況
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
が
社
会
や
保
護
者
の
期

待
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
の
も
、
ま
た
事
実
で
し
ょ
う
。

　
「
だ
か
ら
こ
そ
、
免
許
の
更
新
制

度
が
必
要
だ
」と
い
う
主
張
も
あ
れ

ば
、「
免
許
の
更
新
制
は
教
職
に
は

な
じ
ま
な
い
」と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
す
。
と
は
言
え
、
ど
ち
ら
に
し
ろ
、

そ
の
捉
え
方
は
や
は
り
短
絡
に
過
ぎ

る
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

  

本
来
、
教
員
は「
い
つ
の
時
代
に
あ

っ
て
も
、
教
員
と
し
て
の
使
命
感
や

人
間
愛
、
社
会
人
と
し
て
の
良
識
、

教
科
や
そ
の
他
の
教
育
活
動
に
お
け

る
専
門
性
を
磨
き
、
高
め
る
た
め
に
、

絶
え
ず
研
修
・
研
鑽
を
積
む
」こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
員
の
不
断

の
職
能
成
長
は
、
教
員
で
あ
り
続
け

る
限
り
、
自
明
の
こ
と
と
言
え
ま
す
。

と
な
れ
ば
、
免
許
の
更
新
制
は
、
そ

の
延
長
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
々
の
教
育
活
動
に
追
わ
れ
、
自

己
研
修
の
ゆ
と
り
を
持
ち
に
く
い
現

実
に
あ
っ
て
、
免
許
更
新
の
た
め
の

研
修
を
自
己
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
と
し
て
捉
え
る

こ
と
こ
そ
、
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
専
門
性
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
と
も

言
え
ま
す
。

　

専
門
性
に
よ
り
深
み
を
加
え
、
心

身
と
も
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た

教
員
の
さ
っ
そ
う
と
し
た
姿
は
、
き

っ
と
子
ど
も
た
ち
の
心
を
つ
か
ん
で

離
さ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

アドバイザー教 育 現 場 か ら の 質 問

基礎教育学系教授
廣
ひろ

岡
おか

徹
とおる

A Q

（ナカニシヤ出版・平成18年刊）
編者：松村京子（臨床・健康教育学系教授、附属小学校長）著者：米田豊（社会・言語教育学系教授）ほか

（明治図書・平成18年刊）

『情動知能を育む教育』『〝人権〞をめぐる『〝人権〞をめぐる
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◆
執
筆
者
＝
加
藤
信
博

大
学
院
修
士
課
程

生
活
・
健
康
系
コ
ー
ス
1
年

　

深
夜
の
キ
ャ
ン
パ
ス
。
自
然
、
生

活
・
健
康
棟
の
一
室
か
ら
、
キ
ー
ボ
ー

ド
を
た
た
く
音
や
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で

何
か
を
磨
く
か
す
れ
た
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
真
っ
暗
な
廊
下
に
は
は

ん
だ
の
に
お
い
が
漂
い
、
人
影
が
行

き
来
し
ま
す
。
こ
ん
な
怪
奇
な
こ
と

が
毎
夜
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
の

が
、
1
1
1
号
室「
技
術
・
情
報
教
育

研
究
室（
通
称
技
教
研
）」で
す
。

　

と
、
言
う
の
は
冗
談
で
す
が
、
帰

宅
す
る
こ
と
す
ら
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
熱
中
で
き
る
の
が
私
た
ち
の
ゼ
ミ

で
す
。
技
教
研
は
松
浦
正
史
教
授
、

森
山
潤
助
教
授
の
指
導
の
下
、
博
士

課
程
2
人
、
修
士
課
程
2
年
生
2
人
、

同
1
年
生
3
人
が
日
夜
、
研
究（
？
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
の

出
身
地
は
兵
庫
、
大
阪
、
滋
賀
、
長

野
か
ら
遠
く
は
イ
ラ
ン
ま
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
経
歴
も
、
中
学
や
高
校
の
現
職
教

員
、
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
、
社

会
人
経
験
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
あ
る

意
味
、
同
じ
よ
う
な
背
景
を
持
つ
人

が
2
人
と
い
な
い「
個
性
派
ぞ
ろ
い
」

を
自
負
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

技
教
研
で
は
主
に
、
中
学
校
技
術

科
や
高
校
工
業
科
、
情
報
科
な
ど
を

研
究
の
対
象
に
、
も
の
づ
く
り
や
情

報
の
教
育
に
つ
い
て
、
生
徒
の
認
知
・

思
考
・
情
意
の
分
析
に
基
づ
く
授
業
改

善
の
方
策
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
個

別
ゼ
ミ
と
ゼ
ミ
発
表
を
組
み
合
わ
せ

た
課
題
研
究
で
は
、
論
文
作
成
に
向

け
て
真
剣
な
議
論
が
時
間
を
忘
れ
て

続
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
習
棟

で
の
金
属
加
工
や
木
材
加
工
な
ど
の

も
の
づ
く
り
、
U
N
I
X
サ
ー
バ
ー
を

使
っ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
、
技
術

科
や
工
業
科
、
情
報
科
な
ど
の
教
員

に
な
っ
た
時
に
す
ぐ
に
役
立
つ
実
践

的
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
教
材
研

究
と
い
う
よ
り
も「
楽

し
ん
で
い
る
う
ち
に
自

然
と
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
」と
い
う
感

覚
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
研

究
室
で
は
常
に
実
践

の
場
に
身
を
置
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
般

市
民
を
対
象
と
し
た

公
開
講
座
、
現
職
教

員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
、
兵
庫
県
立
教

育
研
修
所
で
開
か
れ

る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

附
属
中
学
校
で
の
選
択
教
科
の
指
導
、

ス
ク
ー
ル・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
小
学
校
で
の
出
前
授
業
な
ど
を

通
し
て
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
方
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
に
ス
ト
レ
ー
ト
院
生
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
の
機
会
は
ミ
ニ
教
育
実

習
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
大
変
重

要
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

松
浦
教
授
い
わ
く「
技
術
の
先
生
が

も
の
づ
く
り
を
楽
し
ま
な
く
て
ど
う

す
る
！
」。
森
山
助
教
授
い
わ
く
「
修

了
し
た
時
か
ら
実
践
的
研
究
者
と
し

て
の
人
生
が
始
ま
る
！
」。
二
人
の
期

待
に
応
え
る
に
は
、
も
の
づ
く
り
も

研
究
も
、
と
に
か
く
「
楽
し
む
こ
と
」

が
一
番
大
切
だ
と
ゼ
ミ
生
一
同
、
感
じ

て
い
ま
す
。

Watching
ゼ ミ
&
講 座 自然・生活教育学系

サイエンスショーでPICロボットのプログラミン
グを説明する加藤

ゼミ(　　　)

松浦教授はSPP事業で小学生に〝Jリーグロ
ボット〞を解説

附属中学校で2足歩行ロボットの〝出前授
業〞をする森山助教授

間宮寿樹さん（修士課程2年）はサイエンスシ
ョーで鋳造によるものづくりを指導しました

も
の
づ
く
り
も
研
究
も

     「
楽
し
む
こ
と
」が
一
番
！

松
まつ

浦
うら

正
まさ

史
し

森
もり

山
やま

　潤
じゅん
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　ドキドキ、ワクワク、キラキラ…。子どもたちの輝きを見

つめて、はや3年が過ぎました。小学校教諭になるため

上京し、最初は不安もありましたが、やりがいのある仕事

で充実した毎日を送っています。

　私が勤務する保谷第二小学校では、飼育活動を4

年生の総合的な学習の教育課程として位置付け、力を

入れています。私は一昨年、昨年と4年生の担任としてか

かわり、たくさんのドラマに立ち会いました。最初は多く

の子どもがにおいで世話を嫌がりますが、次第に動物

に愛情を持って一生懸命に世話をするようになり、そん

な子どもたちの姿に心を打たれます。

　̶̶ 動物の体温や脈を感じて感動した。卵からチャ

ボのひながかえり、うれしい。ウサギのけがが心配で泣き

ながら話し合った。チャボが亡くなり、その冷たさから命

の重みを感じた̶̶ 。子どもたちと一緒に感じ、考えるこ

とを繰り返しました。子どもたちは命の尊さを学び、生き

物に、もちろん人に対しても思いやりを持ってかかわろう

とする気持ちを得ることができました。そんな姿を見るこ

とで、私も人間として成長できました。

　これからもいろんな子どもたちに出会う中で、たくさん

の輝きを見られることが楽しみです。

　北京日本人学校に勤務して2年目を迎え、北京での

生活にも慣れてきたところです。北京日本人学校は北

京市北東部、首都空港の近くにあり、児童生徒数は約

650人、職員はガードマンを含め約70人を数えます。警

備は厳重ですが、校内にいると日本の学校と変らない

学校生活です。昨年度に続いて6年生を担任しており、

明るく素直で賢い子どもたちととても協力的な保護者

の方々のおかげで、充実した毎日を送っています。

　教職員は夏休みになると〝希望小学〞にボランティア

に出掛けます。希望小学とは、希望工程という学校に行

けない貧困地区の子どもたちを支援するプロジェクトで

つくられた学校です。北京日本人学校の児童生徒会で

はリサイクル委員会を中心にペットボトルや空き缶を回

収したり、文房具を寄付したりしています。

　教職員は3チームに分かれ、各地の希望小学で授業

をします。簡単な日本語の授業をはじめ、中国語での英

会話、音楽、体育、理科、社会、図工などの授業を苦労

しながら行っています。私の問い掛けに目を輝かせなが

ら反応する子どもたちの姿に、教師としての喜びを感じ

るとともに、学ぶことの本質的な楽しさ、面白さを再確認

します。担任している子どもたちにそれができているのか、

考えさせられます。

卒 業 生 か ら の 手 紙

Letters From OB&OG

希
望
小
学
で
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
再
確
認

飼
育
活
動
を
通
し
て
命
の
尊
さ
を
学
ぶ

北京日本人学校教諭
中
なか

尾
お

瑞
みず

紀
き

さん

西東京市立保谷第二小学校教諭
池
いけ

尾
お

尚
しょう

子
こ

さん

希望小学の子どもたちは目を輝かせて授業を受けます

淡路市出身。平成15年、学校教育学部社会系コースを卒業し、西東京市
立保谷第二小学校に着任。今年度は6年生を担任。

島根県出身。平成2年に学校教育学部社会系コースを卒業。島根県内の
公立小学校教諭を経て、11年、大学院修士課程社会系コースに進み、13
年に修了。17年から北京日本人学校に勤務。

動物とのふれあいが思いやりや優しさをはぐくみます
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7
月
14
日
の
夕
刻
、
兵
庫
教
育
大
学

講
堂
で
国
際
交
流
コ
ン
サ
ー
ト「
イ
ラ

ン
の
歌
、
文
化
、
四
季
」が
開
か
れ
ま

し
た
。
イ
ラ
ン
人
留
学
生
、
マ
リ
ア
ム
・

ベ
ヌ
ー
デ
ィ
さ
ん
の「
歌
や
ダ
ン
ス
を
通

し
て
イ
ラ
ン
の
文
化
を
紹
介
し
、
イ
ラ

ン
と
日
本
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
」と

い
う
強
い
希
望
に
よ
り
、
小
野
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
や
加
東
市
国
際
交
流
協
会

設
立
準
備
委
員
会
な
ど
、
地
域
の
協
力

を
得
て
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
学
内
外
の

1
0
0
人
以
上
が
集
ま
り
、
客
席
を
埋

め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

美
し
い
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た

ベ
ヌ
ー
デ
ィ
さ
ん
の
イ
ラ
ン
語
で
の
あ

い
さ
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
、
森

田
宣
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
河
野
純
さ
ん

（
ジ
ャ
ン
ベ
）、
是
永
崇
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）

ら
友
人
た
ち
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
ベ
ヌ

ー
デ
ィ
さ
ん
の
伸
び
や
か
な
歌
声
が
会

場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
よ

さ
こ
い
部
有
志
に
よ
る
イ
ラ
ン
の
ダ
ン

ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
す
べ
て
が
手
作

り
。
ベ
ヌ
ー
デ
ィ
さ
ん
自
ら
生
地
か
ら

衣
装
を
仕
立
て
、
ス
テ
ー
ジ
を
飾
っ
た

古
代
イ
ラ
ン
の
帝
王
ダ
レ
イ
オ
ス
の
像

や
民
族
衣
装
を
着
た
女
性
の
像
も
ベ
ヌ

ー
デ
ィ
さ
ん
と
友
人
が
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
を
彫
刻
し
た
も
の
で
す
。
楽
譜
も
初

め
か
ら
そ
ろ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

本
当
に
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
終
盤
に
は
、
浴
衣

に
着
替
え
、
日
本
語
歌
詞

の
『
ね
が
い
』
も
歌
い

ま
し
た
。
こ
の
曲

は
、
広
島
の
中
学
生
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、

※i
E
A
R
N
の
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
全
世
界
で
歌
わ
れ
て

い
ま
す
。
ベ
ヌ
ー
デ
ィ
さ
ん
が
世
界
平

和
の
大
切
さ
を
訴
え
た
後
、
出
演
者
全

員
が
両
手
を
振
り
な
が
ら
歌
い
、
最
後

は
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
み
ん
な
が
手
を
つ

な
ぎ
、
大
き
な
輪
が
完
成
。
感
動
の
ス

テ
ー
ジ
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
「
人
生
は
美
し
い
も
の
で
す
。
ど
う

か
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
と
友
達
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
が
あ
な
た
の

人
生
を
よ
り
豊
か
に

す
る
は
ず
で
す
」と
語
っ
た
ベ
ヌ
ー
デ

ィ
さ
ん
。
よ
り
多
く
の
日
本
人
が
イ
ラ

ン
の
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
国
際
理
解

に
目
を
向
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

デジタル加工に精通しているべヌーディさん。コンサ
ートの時に撮った写真をコラージュしてポスター風に

歌やダンスを通して
イランの文化を日本に広めたい

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
終
盤
に
は
、
浴
衣

に
着
替
え
、
日
本
語
歌
詞

の
『
ね
が
い
』
も
歌
い

ま
し
た
。
こ
の
曲

か
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
と
友
達
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
が
あ
な
た
の

人
生
を
よ
り
豊
か
に

キ ャ ン パ ス 通 信

CampusReport

イラン・テヘラン出身の留学生。母国では、
数学とコンピューターを教えるベテランの
高校教員。昨年10月に研究生として来日
し、今年4月、大学院に入学。マルチメディ
ア教材、デジタルコンテンツなどを研究し
ている。7月のコンサートには友人のジャリ
ル・ムサビさんも同時通訳として出演した。

大学院修士課程
総合学習系コース1年

マリアム・ベヌーディさん

※iEARN
  （アイアーン）とは
世界115国と地域の2万校約100万人
の子どもたちが参加するNPO。インター
ネットなどのICT（情報通信技術）を使
い、国際交流を通して理解を深めている
世界最大の国際教育ネットワークです。
世界中の教育者や子どもたちが協力し
て「国際協働プロジェクト」の推進を目
的として、学校を中心に活動しています。
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　昨年7月に創部した茶道部は部員31人。毎

週月曜に活動しています。茶道部の一番の特

徴といえば、部員の年齢層が幅広いこと。学部

1年生から現職教員まで在籍しています。茶道

というと敷居が高いイメージがあると思います

が、入部後に茶道を始めた部員がほとんどで、

裏千家淡交会明石支部の渡部宗香先生に指

導していただいています。

　おけいこでは今までにな

かった発見ばかりです。作

法を身に付けることは難し

いことですが、その一つ一

つに意味があります。人に

対する心配りが一番の基

本だとよく教えられます。茶

道を始めてからは、季節の

移ろいに敏感になりました。

　昨年は学生支援課にも

ご協力いただき、学園祭と

卒業式、入学式でのお呈

茶が主な行事でした。なにしろ初めて尽くしで、

活動は手探り状態でした。今春には創部以来、

私たちを引っ張ってくださった先輩方が卒業さ

れましたが、新しい部員も入りました。2年目とな

る今年は、昨年の経験を生かして、お客さまに

喜ばれる茶会を開きたいと思っています。

　太鼓と舵取り、漕手は左右に10人ずつ。ドラ
ゴンボートとは総勢22人が龍頭、龍尾の付いた
船に乗り込み、速さを競う競技です。個人技より
も漕ぐタイミングを合わせるチームワークが重要
とされます。ドラゴンボート部は昨年、私が中心に
なって創部し、規約に「院生と学部生が共同し
て活動し、学外の人と混成しても良い」と盛り込
みました。それは、私には「人との出会いが人を大
きく成長させる」という理念があり、多くの人と出
会い、助け合うことで、人として大きく成長したい
という願いがあるからです。
　私以外の部員は初心者ばかりでしたが、7月2
日の「相生ドラゴンボート選手権大会（日本代表
第1次選考会）」での3位入賞に続き、その2週
間後の「日本国際ドラゴンボート選手権大会」で
も6位に入賞しました。好成績を残せたのは、部
員がドラゴンボート関係者の温かさに触れ、他チ
ームとの交流を通して大きく成長した結果であり、

私の地元の相生市やペーロンチーム「南風」の
方々の大きな支えがあったからだと思います。
　今後は、東条湖でドラゴンボートの大会を開催
し、さまざまな人 と々交流を深める場をつくること
を夢見ながら、いつの日か兵庫教育大学から日
本代表チームとして世界へ飛び出していくため
に、学校や地域の方 と々の出会いを大切にして
いきたいと考えています。

出会いと助け合いを大切に
いつの日か世界の舞台へ

ク

ラ

ブ

奮

戦

記

部長
大学院修士課程社会系コース2年

（ドラゴンボート部代表）

植
うえ

野
の

晃
あき

浩
ひろ

さん

今春の入学式で来場者をもてなしました

31人の部員をまとめる植野さん

れましたが、新しい部員も入りました。2年目とな

る今年は、昨年の経験を生かして、お客さまに

キ ャ ン パ ス 通 信

CampusReport

私の地元の相生市やペーロンチーム「南風」の

創
部
2
年
目
の
今
年
は

皆
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
お
茶
会
を

茶道部

日本国際ドラゴンボート選手権大会
6位入賞
大学院修士課程
生活・健康系コース3年
（長期履修生）

越
お

智
ち

祐
ゆう

光
こう

さん

お め で と う

抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
さ
ら

に
上
位
を
め
ざ
し
ま
す
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兵
庫
教
育
大
学
は
今
年
5
月
、

川
西
市
立
川
西
養
護
学
校
、

川
西
市
教
育
委
員
会
、
猪
名
川
町
教

育
委
員
会
と
の
間
で
「
特
別
支
援
教

育
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
学
院

修
士
課
程
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
コ
ー
ス
の
院
生（
す
べ
て
現

職
教
員
）の
実
地
修
練
の
場
と
し
て
、

川
西
市
と
猪
名
川
町
の
公
立
学
校
を

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

地
域
の
教
育
力
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
連
携
の
特
徴
は
、
大
学
院
の

授
業
と
学
校
で
の
実
践
活
動
が
協
働

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
川
西
養
護
学

校
の
橋
本
正
巳
教
諭
に
は
、
客
員
教

授
と
し
て
本
コ
ー
ス
の
演
習
や
実
習

を
担
当
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
前
期
に
開
講
さ

れ
る
「
個
別
支
援
ア

セ
ス
メ
ン
ト
演
習
」

で
は
、
知
能
検
査
や

発
達
検
査
、
指
導
計

画
の
考
え
方
に
つ
い

て
の
講
義
、
実
施
方

法
の
実
習
を
経
て
、

学
校
に
在
籍
す
る
特

別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ

を
持
つ
子
ど
も
を
対

象
に
実
習
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
際
、
発

達
検
査
だ
け
で

な
く
、
保
護
者

や
担
任
教
師
か

ら
の
聞
き
取
り
、

授
業
参
観
、
学

習
プ
リ
ン
ト
の
分
析
な
ど
を
通
し
て

指
導
計
画
を
立
案
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
こ
で
の
結
果
は「
個
別
支
援
ケ
ー
ス

実
習
」へ
と
引
き
継
が
れ
、
授
業
内

で
の
支
援
や
個
別
の
指
導
へ
と
進
展

す
る
予
定
で
す
。
昨
年
度
か
ら
先
行

的
に
実
施
し
て
い
る
宇
野
研
究
室
と

川
西
養
護
学
校
と
の
連
携
で
は
、
す

で
に
院
生
が
同
養
護
学
校
や
公
立
学

校
で
学
習
障
害（
L
D
）児
や
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害（
A
D
H
D
）児
に
個

別
の
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
に
至
る

ま
で
、
L
D
児
や
A
D
H
D
児
、
高

機
能
自
閉
症（
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
障

害
）児
へ
の
支
援

に
関
す
る
ニ
ー

ズ
は
、
大
き
な

高
ま
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
こ

の
連
携
は
、
地

域
の
学
校
支
援
と
い
う
側
面
も
持
っ

て
お
り
、
単
な
る
人
的
な
支
援
に
と

ど
ま
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
特
別
支
援

教
育
の
分
野
で
経
験
の
あ
る
院
生
が

支
援
に
当
た
る
こ
と
で
、
受
け
入
れ

校
に
相
当
な
刺
激
を
も
た
ら
す
効

果
も
あ
り
、
院
生
を
通
し
て
大
学
の

研
究
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
も
可

能
で
し
ょ
う
。
実
施
中
の
ケ
ー
ス
で

は
、
指
導
の
様
子
を
担
任
教
員
に
参

観
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
指
導
の
結
果
な
ど
に
つ

い
て
院
生
は
担
当
教
員
の
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ズ
を
受
け
て
、
次
の
準
備
を
し

ま
す
が
、
今
後
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
使
用
し
て
学
校
関
係
者
と
の

検
討
会
議
も
開
催
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

院生派遣についての打ち合わせ

地域貢献活動

Communitas

臨床・健康教育学系助教授
宇
う

野
の

宏
ひろ

幸
ゆき

協定の調印式にて。左から、植野浩治川西養護学校長、橋本
義和猪名川町教育長、宮﨑秀紀本学理事、村木修川西市教
育長

2
教
委
、養
護
学
校
と「
特
別
支
援
教
育
推
進
協
定
」を
締
結

〜
軽
度
発
達
障
害
児
の
教
育
支
援
に
大
学
院
生
を
派
遣

兵庫教育大学 川西養護学校 小・中学校

教育情報センター

小・中学校

川西市教育委員会

猪名川町教育委員会

◎特別支援教育コーディネーターコースとの連携図
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　学生の利便を図りながら、一般の人の学習研究にも役立

ててもらおうと、今年度から日曜・祝日も開館しています。小・

中・高校の教育実践に関する研究報告書や教育分野の幅

広い資料、各分野の専門書など、公共図書館にはない資料

もそろっています。一般の人の当日限りの利用は無料です。本

や資料の貸し出しを希望される人には「図書館利用証」を発

行します（運転免許証など住所が確認できるものとカード発

行料500円が必要です）。

◇図書館の開館時間
月～金曜･････････ 8：30～22：00
土曜･･･････････････ 9：00～17：00
日曜・祝日･･･････ 13：00～17：00
※ただし、夏季や冬季など大学の休業期、全学的な停電や

ネットワーク停止時は除きます。詳しい開館スケジュールは電

話またはホームページで確認してください。

w学術情報チーム・サービス担当30795・44・2062

http://www.lib.hyogo-u.ac.jp

　「不登校」「いじめ」「非行」「進路・就学」「学

習の問題」などに悩んでいる園児、児童生徒と

その保護者、教員が対象。兵庫教育大学の学

校カウンセリング担当教員（臨床心理士、認定

カウンセラー）と大学院生（現職教員を含む）が

チームを組んで相談に応じます。カウンセリング

や遊戯療法、箱庭療法などを通して支援します。

▶主な相談内容

「不登校」「いじめ」「非行」「進路・就学」「学

習の問題」「教師のメンタルヘルス」など

▶利用料

無料（10月1日現在）

▶開設場所

教育・言語・社会棟5階512号室

▶利用方法

予約制。電話かファクスで事前に申し込ん

でください。350795・44・1100

※不在の場合は、留守番電話に氏名と電話
番号を入れるかファクスを送信してください。
即返答します。

　〝1冊の本との出会い…それは一生の宝物〞

　そうした出会いの場として、昨年12月から本の展示企画

「Bookギャラリー」を始めました。年2回テーマを設定し、図

書館員が蔵書からイチオシ本や隠れた名作などを選んで展

示します。テーマの解説を掲示したり、本の一口解説を置いた

りと、手に取りたくなるような演出を心掛けています。過去2回

のテーマは、第1回「梶田叡一の頭脳を読む」、第2回「子ども

を＜視
み

る＞」でした。第1回は、梶田学長の特別講演会を開催

し、地域の人々 も多数来館されました。

　現在、第3回を構想中で、特別講演会も開催する予定です。

詳細が決まればホームページなどで告知します。なお、Book

ギャラリー、講演会とも一般の人も無料です。

Ureshino Scramble

◆図書館の日曜・祝日開館

学校教育に関する相談に応じます
「学校カウンセリングルーム（うれしの教育相談室）」

  「活字離れ」と言われて久しいですが、
附属図書館では学内はもちろん、地域においても活字文化を継承し、
発展させたいという考えから、新たな取り組みがスタートしました。

◆Bookギャラリー

うれし の 交 差 点

〝読書の秋〞。附属図書館で
とっておきの一冊との出会いを



教育子午線

☆学校教育研究科（修士課程）
〈後期選抜試験〉
◎学生募集人員（88人）

◎出願期間　10月6日金～13日金（消印有効）
◎試験日　11月11日土（筆記、口述試験とも）
◎合格者の発表　12月1日金10：00　
※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講
制です。昼間クラスは兵庫教育大学で、夜間クラス
は主に大学院神戸サテライト（神戸市中央区）で開
講します。
※言語系コースには国語分野と英語分野、自然系コ
ースには数学分野と理科分野、芸術系コースには音

楽分野と美術分野があります。
w入試課30795・44・2067

☆附属幼稚園
◎募集人員
3年保育（3歳児）40人
2年保育（4歳児）20人
◎出願期間　10月23日月～27日金
◎選考結果発表および抽選日　11月11日土
w附属小学校事務室30795・40・2218
☆附属小学校
◎公示日　11月1日水
w附属小学校事務室30795・40・2218
☆附属中学校
◎公示日　11月1日水
w附属中学校事務室30795・40・2224

研究テーマ「『幼児の生活を充実させる保育環境を
考える』－仲間関係を深める戸外遊びに焦点を当て
て－」
◎内容
研究協議会、講演「これからの幼児教育を語る」（講
師：梶田叡一学長）
◎開催日　11月9日木
◎時間　9：00～16：00
◎場所　附属幼稚園
w附属幼稚園30795・40・2227
　　　　　　50795・40・2228
 kinder@hyogo-u.ac.jp
http：//www.school.hyogo-u.ac.jp/kinder/

研究テーマ「『確かな学力』が育つ学習指導の研究」
－関心・意欲・態度の評価のあり方を求めて－
◎内容
公開授業、講演「教育改革の進展と学校教育の課
題」（講師：梶田叡一学長）
◎開催日　11月17日金
◎場所　附属中学校
w附属中学校30795・40・2222
 50795・40・2225
http：//www.school.hyogo-u.ac.jp/middle/
middle.html

研究主題「『学ぶこと』と教えることの共鳴（レゾナン
ス）（2年次）」
◎内容
1日目…全体会、公開授業、分科会、講演
2日目…全体会、公開授業、分科会
◎開催日　19年2月1日木・2日金
◎場所　附属小学校
w附属小学校30795・40・2216
　　　　　　50795・40・2219
 element@hyogo-u.ac.jp
http：//www.school.hyogo-u.ac.jp/element/
index.html

今年のテーマは「No Border」。学部生が中心となり、
院生や外国人留学生、教職員、他大学、そして地域
の人たちとの「交流の輪を広げたい」という願いを込
めて開催します。
◎開催日　11月18日土、19日日
◎場所　兵庫教育大学
w学生支援課30795・44・2050
　　　　　　50795・44・2049
 offi  ce-gakusei-k@hyogo-u.ac.jp

「ボーダレス時代の初等中等教育－アジア相互理
解のための教育プログラムを－」
◎内容
韓国、中国、ベトナムから研究者を招き、国際理解
教育に関する現状と課題を話し合います。入場無料
（要申込）。
◎開催日時　10月14日土9：00～17：00
　　　　　　　　15日日9：30～17：00
◎場所　神戸国際会議場（神戸市中央区）
◎申込方法
専用サイト（http：//www.office.hyogo-u.ac.jp/
res/asia_sympo/top.html）から｢参加登録申込書
様式｣をダウンロードし、必要事項を記入して、ファクス
で送信してください。また、Eメールに必要事項を記入
して申し込むこともできます。
wq研究支援課30795・44・2258
 50795・44・2302
 offi  ce-kenkyu-t@hyogo-u.ac.jp

兵 庫 教 育 大 学 か ら の お 知 ら せ

HyogoUniversityofTeacher Education

w＝問い合わせ先　q＝申し込み先

編 集 後 記
●『教育子午線』の編集に携わって2 年目。内容、レイアウトともにとてもいいな

と思えるようになりました。自画自賛と言われても、本当にそう思います。誌面を彩

る先生方の活動や研究の様子、学生の活躍など、人材豊かな大学のイメージ

が伝わってくるではありませんか！今後、誌面の一層の充実を図っていくために

は皆様方の情報提供が欠かせません。よろしくお願いします。（は）

●毎号、情報（ネタ）収集の難しさを痛感すると同時に、「教育最前線」などの

取材を進めていくと、知らなかった世界がパッと開けることや新たな驚きがいっ

ぱいあります。あなたの周りにもありませんか？知っているようで、知らない大学

のこと。ネタの種で結構です。教えてください。「教育子午線」のバックナンバー

は本学ウエブサイトでご覧いただけます。（に）

『教育子午線』では、読者のみなさまの声を生かした誌
面づくりをめざしています。はがきかメールで、住所、氏名、
年齢、①『教育子午線』第12号の感想、②取り上げてほし
い特集内容を記入してお送りください。ご意見・ご感想を
寄せられた方にはオリジナルステッカーを進呈します。

●あて先：〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学企画課広報・社会連携事務室

30795･44･2334 50795･44･2009  E-mail:office-renkei-r@hyogo-u.ac.jp

第12号  2006年10月発行
発行／兵庫教育大学 大学広報室
http://www.hyogo-u.ac.jp
編集協力／㈱神戸新聞マーケティングセンター

この印刷物は再生紙を使用しています。

▶学校教育学専攻

教育コミュニケーションコース

幼年教育コース

学校心理学コース

臨床心理学コース
▶特別支援教育学専攻
心身障害コース
特別支援教育コーディネーターコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

▶学校指導職専攻
▶教育実践高度化専攻
授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

小学校教員養成特別コース

2人
若干人
2人

若干人
若干人
5人
15人

2人
2人

5人
若干人
5人

若干人
5人

若干人
若干人
若干人
4人

若干人
13人

17人
若干人
6人

若干人
5人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

◎平成19年度園児・児童・生徒募集

◎附属中学校研究発表会

◎附属小学校研究発表会

オリジナルステッカーをプレゼント！

◎平成19年度学生募集

◎附属幼稚園研究発表会

◎第25回大学祭「嬉望祭」

◎アジア教育シンポジウム

い特集内容を記入してお送りください。ご意見・ご感想を

◎ ご 意 見 ・ ご 感 想 を 寄 せ ら れ た 方 に


